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反
対
討
論   

小
林
一
男
議
員

（
起
立
多
数
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
委
託
契
約

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

内
容   

消
防
ポ
ン
プ
車
２
台
の
更
新

購
入
に
伴
い
、
議
決
を
要
す
る
も
の

で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

　

平
成
25
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
６
月
４
日
は
、町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
後
、

同
意
案
件
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
４
日
に
２
名
、
６
日
に
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
方

針
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
７
日
に
は
報
告
、
議
案
へ
の
質
疑
を
行
い
採
決
の
結
果
、
全
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て
と
、
発

議
案
件
の
採
決
が
行
わ
れ
、
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

（
平
成
24
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
）

（
質
疑
な
し
）

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業
公
社

の
経
営
状
況
説
明

（
質
疑
な
し
）

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会
社
の

経
営
状
況
説
明

質
疑 

増
渕
さ
つ
き
議
員

□
芳
賀
町
ふ
る
さ
と
交
流
体
験
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

槌谷　力氏

〈 

報
　
　
　
告 
〉

〈 

発
　
　
　
議 

〉

〈 

条
例
改
正 

〉

〈 

選
任
同
意 

〉

〈 

補
正
予
算 

〉

〈 

財
産
取
得 

〉

〈 

業
務
委
託
契
約 

〉

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
７
議
案
を
可
決

６
月
定
例
会
の
概
要

□
芳
賀
町
監
査
委
員
に
槌
谷
力
氏

　

平
成
25
年
６
月
30
日
付
け
を
持
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
槌
谷　

力
氏

（
祖
母
井
）
を
引
き
続
き
最
適
任
者

と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た

□
降
霜
及
び
低
温
に
よ
る
梨
被
害
農

家
に
対
す
る
支
援
の
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

〈
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
4
ペ
ー
ジ

に
掲
載
〉

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計

内
容  

総
額
に
、６
，７
６
１
万
１
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
66
億
６
，

７
６
１
万
1
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
内
訳
の
主
な
も
の

は
、
第
19
款
前
年
度
繰
越
金
６
，

４
１
７
万
２
千
円
、で
す
。

　

歳
出
内
訳
の
主
な
も
の
は
第

6
款
農
林
水
産
業
費
の
内
繰
り

上
げ
償
還
す
る
た
め
の
操
出
金
４
，

７
５
９
万
８
千
円
、
第
12
款
公
債
費

繰
上
げ
償
還
す
る
た
め
の
償
還
元
金

で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

梨の凍被害
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６
月
27
日
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
25
年
第
５
回
町
議
会
臨
時
会

は
、
６
月
27
日
の
１
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
町
長

等
・
教
育
長
・
一
般
職
員
の
給
与
減

額
に
関
す
る
条
例
の
改
正
・
制
定
と

そ
れ
に
伴
う
予
算
の
減
額
補
正
で
す
。

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

反
対
討
論   

市
川　

宗
司
議
員

（
起
立
多
数
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
疑 　

市
川　

宗
司
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
25
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計

質
疑 　

市
川　

宗
司
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

〈 

条
例
改
正 

〉

〈 

条
例
制
定 

〉

〈 

補
正
予
算 

〉

議会閉会中の所管事務調査
　総務・教育民生・産業建設の各常任委員会は、最終日の７日に所管事
務調査のテーマを議長に申出し、採決の結果、許可されました。
　各常任委員会は、閉会中に次のテーマについて調査研究を行い、12月
議会定例会までに調査結果を報告します。

常任委員会名 調査の内容 調査の目的

総　　　 務
常任委員会

芳賀チャンネルの
有効活用について

　現在、芳賀チャンネルでは、教育、福祉等の行政情報が発
信されているが、更に内容の充実を図るために調査

教 育 民 生
常任委員会

小中学校における
外国語教育につい
て

　芳賀町の小中学校では ALT と JTE が担当教諭と共に語学指
導に当たっている。国際化が進む日本において外国語の必要
性は年々高まり、小学校の英語教育が必須とされるなど変化
する教育環境への対応が求められている。高いレベルの語学
教育に自治体としてどう対応すべきか先進事例を視察、調査
研究する。

産 業 建 設
常任委員会

県道バイパス開通
に伴う将来のまち
づくり

　芳賀バイパス開通により、祖母井地区の商店街の利用状況
の変化が予想される。道の駅や温泉、保健センター等町施設
と一体化したまちづくりあるいは民間活力を導入したまちづ
くりについて、調査研究する。

議
案
番
号

議  案  名

議
決
年
月
日

採
決
結
果

水
沼
孝
夫

北

條 

勲

市
川
宗
司

小
林
一
男

石

川 

保

増
渕
さ
つ
き

直
井
一
之

小
林
俊
夫

大
根
田
和
子

岩
村
治
雄

杉
田
貞
一
郎

小
林
信
二

大

島 

浩

見

目 

匡

賛
　
　

成

反
　
　

対

第4回
定例会 ３８号

芳賀町ふるさと交流体験センター設
置及び管理に関する条例の一部改正
について

6/7 多 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 2

第5回
臨時会

4３号 芳賀町長等の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

6/27 多 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席 ○ ○ ○ ○ ○ 12 １

44号
芳賀町教育長の給与、勤務時間その
他の勤務条件に関する条例の一部改
正について

45号 芳賀町職員の給与の臨時特例に関す
る条例の制定について 6/27 多 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ○ ○ ○ 11 2

　　　　　　

賛否の公表　第4回定例会・第5回臨時会案件の採決結果
＊小林隆志議員は議長のため採決に加わりません
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降霜及び低温による梨被害農家に対する支援の意見書
　４月中下旬の降霜及び低温による農作物被害が栃木県内各地で発生した。芳賀町では、特産作
物である梨栽培農家において、６億3,500万円（５月９日現在）という甚大な被害を受けた。さら
に、被害程度も限りなく皆無（被害程度７～９割）に近い状況であることから、出荷はもとより加
工販売から観光イベントに至るまで当面の見通しが立たない状況である。
　梨は永年性の作物のため、果実の無い現状においても例年どおりの薬剤散布などの管理育成が必
要となり、また、果実が無いと樹勢が強くなってしまい完全に回復するまでに３年の期間が必要と
なる。
　栃木県においても、農漁業災害対策特別措置条例を適用して、病害虫防除用農薬購入費、樹草回
復用肥料購入費や災害経営資金の利子補給などの支援措置はあるが、金額的に被災農家の復旧には
程遠いものである。また、農業共済制度での保証制度もあるが、現行制度だけでは救済は困難な状
況である。
　今回、被害を受けた地域は、2011年３月11日の東日本大震災において、家屋の全壊や半壊な
ど、当町でも被災を多く受けた地域であり、現在その復旧の最中である。そのような状況の中で、
梨栽培農家は二重の被害になってしまい、今後の農業経営の見通しや生活設計も立たない窮地に
陥っている。
　今後、町として被害農家の支援にあたり経営資金はもとより、生活・子育て・医療など各分野に
おける包括的な対応・負担軽減のための対策を進めていく必要があるので、甚大な被害の現状を認
識していただき、国から特段の支援を賜りたく要望する。

　以上、地方自冶法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成25年６月12日
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　栃木県芳賀町議会　議長　小林　隆志

　内閣総理大臣　　安倍　晋三　様
　内閣官房長官　　菅　　義偉　様
　総務大臣　　　　新藤　義孝　様
　財務大臣　　　　麻生　太郎　様
　農林水産大臣　　林　　芳正　様

　

大
根
田
和
子
議
員
さ
ん
が

去
る
7
月
16
日
（
64
歳
）
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
4
月
に
初
当
選
さ
れ
て
以

来
、
数
少
な
い
女
性
議
員
と

し
て
特
に
子
育
て
支
援
や
教

育
の
面
で
、
女
性
目
線
で
の

細
や
か
さ
を
発
揮
し
、
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
在
任
中
は
、

建
設
産
業
常
任
委
員
会
副
委

員
長
を
歴
任
し
、
今
年
5
月

に
は
教
育
民
生
常
任
委
員
会

副
委
員
長
・
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
に
選
任
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活

動
中
で
し
た
。

　

道
半
ば
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

大
根
田
和
子
議
員
逝
去
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町
長
　
県
農
漁
業
災
害
対
策

　
　

特
別
措
置
条
例
の
迅
速
適
用
、

防
霜
フ
ァ
ン
な
ど
の
施
設
補
助
、
町
独

自
と
し
て
は
、
見
舞
金
の
交
付
、
災
害

経
営
資
金
利
子
補
給
ま
た
町
県
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
税

の
減
免
措
置
な
ど
の
支
援
を
考
え
て

い
ま
す
。

の
か
町
民
に
説
明
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
　
　

町
長
　
ま
だ
何
処
に
通
る
か

　
　

わ
か
ら
な
い
の
で
、
先
の
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要

　
　

性
を
町
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

町
長
　
そ
の
時
期
が
来
れ
ば

　
　

数
字
的
に
も
明
ら
か
に
し
ア
ン

ケ
ー
ト
し
ま
す
。

　
　
　

芳
賀
工
業
団
地
内
に
Ｊ
Ｒ
バ

　
　

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
基
地
が
で
き

ま
し
た
。選
択
技
と
し
て
例
え
ば
Ｂ
Ｒ

Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
で
は

な
く
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
行
く
と
い
う
根
拠
を

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

町
長
　
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
検
討
も
し

　
　

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
芳
賀
町
特
産
梨
の
低
温
被
害

　
　

が
６
億
３
，５
０
０
万
円
と
い
う

こ
と
で
す
。
甚
大
な
被
害
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

県
知
事
も
13
日
来
町
し
県
議
会
議

員
や
国
会
議
員
も
党
や
会
派
関
係
な

く
多
く
の
方
が
被
害
状
況
を
視
察
に

来
ら
れ
、
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

県
農
漁
業
災
害
対
策
特
別
措
置
条

例
の
適
用
を
す
る
と
確
約
の
報
道
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、芳
賀
町
独
自
に
特
産
で
あ

る
梨
農
家
を
守
る
た
め
、ど
の
よ
う
な

支
援
策
を
お
考
え
か
お
尋
ね
し
た
い
。

問

問

問

問

町民にＬＲＴ（次世代型路面電車システム）の説明を

町 時期が来れば明らかにします

石川　保　議員

一
般
質
問

　
　
　
　

芳
賀
町
は
宇
都
宮
市
の
事

　
　

業
で
あ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
佐
藤
市
長

に
対
し
市
貝
町
、
茂
木
町
と
共
同
に

よ
り
、
茂
木
町
ま
で
延
長
さ
れ
た
い
と

い
う
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
芳
賀
町
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
明
確
に
し
て
い
な

い
。

　

将
来
に
お
け
る
芳
賀
町
の
発
展
に

向
け
必
要
と
あ
ら
ば
一
定
の
道
筋
と

将
来
像
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
し
て
、そ
れ
ら
を
町
民
に
説
明
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
い
か

に
必
要
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
芳
賀
町

に
本
当
に
必
要
な
の
か
、
で
あ
れ
ば
そ

の
必
要
性
を
説
明
し
、
そ
し
て
町
の
費

用
負
担
と
将
来
に
お
け
る
費
用
対
効

果
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

基
幹
公
共
交
通
と
し
て

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
早
期
実
現
を
要
望

　

特
産
梨
の
低
温
被
害

　
　
　
　
　
　

町
の
支
援
は

答

答

答答

答
　
　
　

町
長
　
東
西
基
幹
公
共
交
通

　
　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
し
て
早
期
実
現
を
要

望
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　

芳
賀
町
、
そ
し
て
茂
木
町
へ
と

　
　

延
長
し
て
芳
賀
町
そ
の
も
の
が

ど
の
よ
う
な
街
づ
く
り
を
描
い
て
い
る

問

富山市ＬＲＴ視察研修

BRT（バス高速輸送システム）

「岐阜流星ライナー（岐阜バス）」
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町
長
　
保
全
会
に
対
し
て
は

　
　

作
業
員
や
周
辺
住
民
、
通
行
車

両
へ
の
安
全
管
理
、道
路
許
可
や
道
水

路
管
理
者
へ
の
届
出
等
、
法
令
遵
守
の

活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

案
件
は
、一
部
不
適
切
な
部
分
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
、
保
全
会
と
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
適
切

な
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
交
付
金
の

執
行
停
止
ま
で
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

西
高
橋
町
道
３
０
２
３
号
線

　
　

と
町
道
０
２
１
８
号
線
の
交
差

点
土
留
め
工
事
に
つ
い
て
、
道
路
使
用

可
及
び
施
行
承
認
申
請
も
提
出
さ
れ

な
い
ま
ま
、
完
了
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
ル
ー
ル
と
安
全
管
理
を
無
視
し
た

工
事
を
町
道
管
理
者
と
し
て
容
認
さ

れ
る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

　
　
　

西
高
橋
町
道
３
０
２
３
号
線

　
　

と
町
道
０
２
１
８
号
線
の
交
差

点
土
留
め
工
事
に
つ
い
て
、
道
路
使
用

可
及
び
施
行
承
認
申
請
も
提
出
さ
れ

な
い
ま
ま
、
完
了
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
ル
ー
ル
と
安
全
管
理
を
無
視
し
た

工
事
を
町
道
管
理
者
と
し
て
容
認
さ

れ
る
の
か
お
伺
い
し
た
い
。

一
層
周
知
を
行
い
、
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
の
下
適
正
か
つ
安
全
に
管
理
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

町
長　

会
社
や
個
人
が
賃
金

　
　

を
支
払
う
場
合
は
、
そ
の
都
度
、

支
払
金
に
応
じ
た
所
得
税
を
源
泉
徴

収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
対
象
活

動
組
織
が
構
成
員
に
対
し
活
動
へ
の

参
加
に
応
じ
て
支
払
う
日
当
等
も
源

泉
徴
収
し
て
い
る
組
織
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

　

い
ず
れ
に
し
て
も
国
税
に
関
す
る

こ
と
な
の
で
、
詳
細
は
税
務
署
が
決
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。。

　

町
と
し
て
は
今
後
源
泉
徴
収
制
度

に
つ
い
て
説
明
し
、
日
当
や
報
酬
を
受

け
た
場
合
、
申
告
な
ど
必
要
な
方
に

は
修
正
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

本
交
付
金
に
つ
い
て
は
人
件
費

　
　

が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お

り
、平
成
23
年
度
い
わ
ゆ
る
日
当
と
し

て
支
払
わ
れ
た
も
の
が
４
，４
５
０
万

円
24
年
度
４
，０
３
０
万
円
、過
去
２

年
で
全
体
の
３
４
・
８
％
に
、な
り
ま

す
。

　

人
件
費
は
現
金
で
支
払
わ
れ
て
お

り
、税
制
上
不
明
瞭
な
点
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
源
泉
徴
収
を
さ
れ
た

ほ
う
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
と
、
伺
い
ま

す
。

　
　
　

町
長　

交
差
点
の
土
留
め
工

　
　

事
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
以
外

の
者
が
道
路
に
関
す
る
工
事
を
行
う

場
合
、
道
路
法
24
条
に
よ
り
、
道
路

管
理
者
と
協
議
の
上
、工
事
の
承
認
を

受
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の

工
事
は
農
地
・
水
事
業
の
一
環
と
し
て

施
行
さ
れ
も
の
で
、、
既
に
完
了
し
て

い
ま
す
。

　

西
高
橋
環
境
保
全
推
進
協
議
会
か

ら
町
に
対
し
て
道
路
施
行
承
認
申
請

は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
承
認
を
を
受
け
な

い
で
施
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

西
高
橋
環
境
保
全
向
上
委
員
会
責

任
者
へ
、
事
後
と
な
り
ま
す
が
、
工
事

施
工
承
認
申
請
と
今
後
、
事
前
工
事

着
工
は
し
な
い
と
い
う
指
導
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

町
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
工
事
を

行
う
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
よ
り

問

問

問答

今
後
、
事
前
工
事
着
工
は

　
　
　
　
　

し
な
い
！
と
指
摘

答

答

連
携
を
密
に
し
て

　
　
　
　
　

適
切
な
行
政
指
導

全
体
説
明
会
を
行
い

　

必
要
な
方
に
は
修
正
申
告
を

　
　
　

農
地
・
水
交
付
金
に
つ
い
て
は

　
　

細
か
い
規
約
が
な
い
こ
と
か
ら

問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
町
民
か
ら
安

全
管
理
、モ
ラ
ル
等
疑
問
視
さ
れ
る
よ

う
な
組
織
に
対
し
て
交
付
金
の　

執

行
停
止
を
含
め
、
行
政
の
指
導
強
化

を
一
段
と
図
る
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
い
た
い
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

農地水保全管理支払交付金について
町 協定に従って管理監督してまいります

市川　宗司　議員

町道3023号線と0218号線の交差点

源泉徴収のあらまし
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教
育
関
係
の
対
応
は

　
　
　

町
長　

高
等
学
校
や
大
学
に

　
　

進
学
す
る
際
に
、
奨
学
金
の
貸

与
制
度
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
奨

学
金
貸
与
者
に
つ
い
て
は
、
先
日
の
選

考
委
員
会
で
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
第
二
次
の
申

請
受
付
け
を
７
月
か
ら
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
広
報
紙
７
月
号
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
　
　

新
た
な
支
援
の
考

　
　

え
は
あ
り
ま
す
か

　
　

　
　
　

町
長　

補
助
事

　
　

業
の
新
設
や
災
害
見

舞
金
、
災
害
経
費
の
自
己

資
金
分
の
利
子
補
給
、
町

県
民
税
な
ど
の
減
免
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

　
　

ト
資
金
、
東
日
本
大
震
災
復
興

推
進
基
金
、
が
ん
ば
ろ
う
栃
木
の
農

業
緊
急
支
援
基
金
等
の
対
象
範
囲
を

拡
大
し
て
適
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　

農
政
課
長　

が
ん
ば
ろ
う
栃

　
　

木
の
農
業
緊
急
支
援
基
金
に
つ

い
て
は
、
対
象
に
な
る
と
い
う
事
で
県

か
ら
き
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

県
で
は
、
防
霜
フ
ァ
ン

　
　

な
ど
を
、
今
年
度
新
た
に
設
置

す
る
場
合
増
設
分
に
つ
い
て
も
、
補
助

対
象
と
し
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
　
　

近
年
の
町
の
災
害
対
策
を
踏

　
　

ま
え
、
今
後
の
梨
農
家
へ
の
対
応

は
　
　
　

町
長　

県
農
業
振
興
事
務
所

　
　

と
連
携
し
な
が
ら
、
梨
農
家
栽

培
者
に
対
し
、
県
農
漁
業
災
害
対
策

特
別
条
例
の
災
害
形
式
な
ど
の
説
明

会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
梨
部
会
よ
り
町
に
陳
情
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　

今
後
町
と
し
て
県
、
国
へ
の
働

　
　

き
か
け
は

　
　
　

町
長　

５
月
23
日
に
県
知
事
、

　
　

県
議
会
議
長
に
対
し
、
凍
霜
害

被
害
に
つ
い
て
の
要
望
書
提
出
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
国
に
対
し
て
も
視
察
を
い

た
だ
い
た
県
内
選
出
の
国
会
議
員
を

通
じ
て
支
援
の
検
討
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
林
水
産
省
職
員
も
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

県
条
例
で
示
さ
れ
た
以
外
の

　
　

農
薬
・
肥
料
等
も
対
象
に
な
る

か
　
　
　

農
政
課
長　

県
か
ら
農
薬
・

　
　

肥
料
等
に
つ
い
て
、
基
準
が
き

て
い
ま
す
が
、
同
等
品
等
も
大
丈
夫

と
思
う
の
で
、
一
応
こ
ち
ら
に
示
さ
れ

て
い
る
単
価
が
上
限
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
示
し
て
い
る
基
準
単
価

を
超
え
て
と
い
う
こ
と
で
県
に
対
し
て

要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

税
の
減
免
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

町
税
条
例
に
基
づ
き
、

　
　

町
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
、介

護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。
な
お
、園
地
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
流
出
、
埋
没
崩
壊
等
の

損
害
を
受
け
作
付
不
能
な
場
合
で
な

い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
消
費
税
、

所
得
税
の
減
免
等
は
、
真
岡
税
務
署

で
は
現
在
の
処
、
救
済
措
置
は
な
い
と

言
う
こ
と
で
す
。

問

問 問

問問

問

問

答答

答 答

答 答

答答 県
農
漁
業
災
害
対
策
特
別

　
　

条
例
関
係
の
説
明
会
開
催

　

町
奨
学
金
二
次
募
集

　
　
　
　
　
　

を
お
知
ら
せ

梨の凍霜害被害に対する町の対応について
町 県農漁業災害対策特別条例の説明会の開催

小林　俊夫　議員

一
般
質
問

梨凍霜害現地調査
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一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人口減少問題と少子化対策について
町 各部署から組織した検討委員会を立上げ、検討を

水沼　孝夫　議員

定
住
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
る
。
芳

賀
町
に
な
ぜ
住
ん
で
も
ら
え
な
い
の

か
、
そ
れ
に
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
、
土
地
の

利
活
用
の
問
題
、
医
療
機
関
の
問
題
、

高
等
教
育
機
関
の
問
題
等
々
、
様
々

な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。定
住
促
進
に

つ
い
て
町
の
政
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

芳
賀
町
に
住
ま
な
い

　
　

理
由
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
の
線

引
き
に
よ
り
町
内
の
居
住
区
域
は
狭

小
で
、
か
つ
限
定
さ
れ
て
お
り
、
定
住

促
進
を
進
め
る
上
で
の
選
択
肢
を
狭

め
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
町
内
の
居

住
区
域
の
整
備
と
し
て
、
祖
母
井
南

部
区
画
整
理
、
及

び
中
部
・
北
部
整

備
、
芳
賀
高
跡
地

開
発
を
町
の
重
点

施
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム

を
含
む
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
進
め

て
行
く
。

　
　
　

過
去
に
お
い
て
先
人
達
の
投

　
　

資
に
よ
っ
て
今
が
あ
る
訳
で
、
私

達
は
き
ち
ん
と
し
た
将
来
に
向
け
て

の
投
資
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
税
金
を
食
い
つ
ぶ
し
て
、
借
金

と
人
口
減
少
で
破
綻
し
た
町
を
子
供

達
や
孫
の
世
代
に
残
し
て
は
な
ら
な

い
。
負
の
循
環
を
断
ち
切
り
、
町
の
振

興
計
画
の
見
直
し
が
急
務
だ
と
思
う
。

新
た
な
地
域
産
業
の
創
出
、
稼
ぐ
行

政
運
営
、
経
営
手
腕
が
町
に
も
必
要

だ
と
思
う
が
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

　
　

確
か
に
町
に
は
若
干
甘
い
面
も

あ
る
。
稼
ぐ
構
造
づ
く
り
と
い
う
の
は

非
常
に
大
切
だ
。
一
つ
一
つ
こ
れ
を
実

現
し
て
行
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

国
立
人
口
問
題
研
究
所
が
発

　
　

表
し
た
地
域
別
将
来
推
計
人
口

に
よ
る
と
、
芳
賀
町
の
２
０
４
０
年

の
人
口
は
１
６
，０
３
０
人
か
ら
23
％

３
，６
７
９
人
減
少
し
１
２
，３
５
１

人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
言
う
統
計
が

出
て
い
る
。
芳
賀
町
の
現
状
か
ら
、
年

少
人
口
が
約
４
割
減
少
し
、
老
年
人

口
は
逆
に
17
％
増
加
、構
成
比
に
お
い

て
総
人
口
の
37
％
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
な
る
。
生
産
年
齢
人
口
は
マ
イ

ナ
ス
35
％
で
３
，５
２
８
人
も
減
少
す

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置
し
て
お

け
ば
確
実
に
町
が
破
綻
し
て
し
ま
う
。

医
療
介
護
の
問
題
、
町
財
政
の
問
題

等
、
年
少
人
口
よ
り
多
い
２
，
８
０
３

人
に
の
ぼ
る
後
期
高
齢
者
の
面
倒
を

誰
が
み
る
の
か
、
人
口
減
少
問
題
に
対

す
る
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

町
長　

根
本
的
な
施
策
に
つ

　
　

い
て
は
国
・
県
へ
要
望
し
て
行
き

た
い
。
後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
社
会

全
体
で
対
応
す
べ
き
で
、
国
策
で
あ
る

少
子
化
対
策
や
社
会
保
障
の
充
実
を

骨
格
に
町
行
政
の
き
め
細
や
か
な
対

応
に
よ
り
維
持
し
て
行
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　
　
　

日
本
の
出
生
率
低
下
問
題
で

　
　

は
、
原
因
の
８
割
が
未
婚
率
の

上
昇
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
残
り

の
１
割
が
出
産
年
齢
の
高
齢
化
及
び

不
妊
確
率
の
上
昇
。
も
う
１
割
が
育

児
支
援
と
か
結
婚
後
の
環
境
問
題
。こ

の
２
割
が
出
生
行
動
の
低
下
と
言
わ

れ
て
い
る
。
非
婚
化
、晩
婚
化
の
背
景

に
あ
る
経
済
状
況
や
雇
用
慣
行
な
ど

の
社
会
構
造
に
起
因
す
る
問
題
や
ミ

ス
マ
ッ
チ
に
対
し
て
で
あ
れ
ば
、
政
策

的
に
対
応
は
可
能
で
あ
る
。他
市
町
と

横
並
び
の
少
子
化
対
策
や
国
の
指
示

待
ち
で
は
到
底
こ
の
少
子
化
は
止
ま

ら
な
い
。少
子
化
問
題
に
対
す
る
検
討

委
員
会
を
早
急
に
立
ち
上
げ
、
全
庁

的
に
縦
割
り
の
弊
害
を
排
除
し
た「
人

口
減
少
・
少
子
対
策
課
」
を
組
織
す

べ
き
と
思
う
が
、
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

指
摘
の
と
お
り
少
子

　
　

化
解
消
の
た
め
の
業
務
が
山
積

し
て
い
る
。
特
に
産
み
育
て
る
環
境
づ

く
り
を
き
め
細
か
く
支
援
し
て
行
き

た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、部
長
制
を
導

入
し
、
行
政
組
織
体
制
の
改
革
、
組

織
の
横
断
的
運
営
に
よ
り
、各
部
署
か

ら
組
織
し
た
検
討
委
員
会
を
早
急
に

立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
く
。

　

 　
　

芳
賀
町
は
、
昼
夜
間
人
口
比

　
　

で
は
、
１
８
０
・
１
３
％
、
昼
間

人
口
の
２
７
，８
６
６
人
を
芳
賀
町
に

答

答

答

答 町
行
政
の
き
め
細
や
か
な

　
　
　
　

対
応
に
よ
り
維
持

検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
検
討

住
居
区
域
の
整
備
を

　
　
　
　

重
点
施
策
と
し
て

問問

問

問

0 2000 4000 6000 8000 10000

国立社会保障・人口問題研究所
『日本の地域別将来推計人口』（平成25（2013）年３月）

老年人口

芳賀町人口グラフ2040

生産年齢
人口

年少人口

芳賀町人口グラフ2010

4,591人

3,931人

6,438人

9,966人

1,322人

2,133人
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ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
は

　
　

町
有
施
設
に
愛
称
を
付
け
る
権

利
を
期
限
付
き
で
賃
借
す
る
こ
と
で

ス
ポ
ン
サ
ー
に
は
自
社
Ｐ
Ｒ
の
機
会

を
提
供
し
、町
の
新
た
な
自
主
財
源
に

な
り
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長　

ネ
ー
ミ
ン
グ
制
度
の

　
　

導
入
効
果
と
し
て
、
事
業
者
側

は
企
業
名
や
商
品
名
の
宣
伝
効
果
が

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

行
政
側
は
施
設
の
維
持
管
理
等
の

安
定
的
な
財
源
の
確
保
が
で
き
、そ
の

財
源
に
よ
り
施
設
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
が
期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

栃
木
県
や
宇
都
宮
市
等
で
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
が
、行
政
が
提
示
す

る
希
望
額
が
高
額
で
あ
る
た
め
、契
約

が
成
立
し
な
い
と
の
新
聞
報
道
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
財
源
確
保
の
た
め
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
や
芳
賀
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
Ｃ
Ｍ
放
送
で
利
用
し
て
い

た
だ
き
そ
の
収
入
が
あ
り
ま
す
が
額

は
僅
か
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

埼
玉
県
北
本
市
の
グ
リ
コ
ふ
れ

　
　

あ
い
通
り
の
愛
称
で
年
額
10
万
円

で
５
年
間
の
契
約
で
す
。

　

企
業
誘
致
の
担
当
者
は
命
名
権
の

10
万
円
を
確
保
す
る
よ
り
逆
に
、グ
リ

コ
へ
企
業
立
地
促
進
事
業
と
し
て
命

名
権
を
無
償
で
提
供
し
た
の
が
市
の

た
め
に
な
る
と
の
新
聞
コ
メ
ン
ト
で
し

た
。

　

宇
都
宮
市
は
清
原
工
業
団
地
か
ら

の
、市
税
は
約
22
％
が
入
り
ま
す
。

　

芳
賀
工
業
団
地
か
ら
入
る
町
税
は

何
％
で
す
か
。

　
　
　

税
務
課
長　

６
割
強
が
税
収

　
　

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

工
業
団
地
の
税
収
は
、
宇
都

　
　

宮
市
の
3
倍
、町
に
と
っ
て
は
大

切
な
企
業
で
す
。町
は
普
段
か
ら
工

業
団
地
の
企
業
に
気
配
り
を
す
べ
き

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、事
業

者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
制
度
導
入

の
効
果
は
あ
る
の
か
を
見
極
め
な
が

ら
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　

命
名
権
の
売
却
は
公
有
財
産

　
　

の
処
分
に
該
当
し
な
い
た
め
、
議

会
の
議
決
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
収
の
落
ち
込
み
を
税
外
収
入
で

カ
バ
ー
す
る
策
は
有
効
な
手
段
で
す
。

　

町
長
に
伺
い
ま
す
。
町
と
し
て
税
収

ア
ッ
プ
に
な
る
命
名
権
に
魅
力
を
感

じ
ま
せ
ん
か
。。

　　
　
　

町
長　

企
業
が
命
名
権
を
買

　
　

っ
て
下
さ
る
な
ら
魅
力
は
あ
り

ま
す
が
、
た
だ
、
現
在
の
状
況
を
見
ま

す
と
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

答

答

答

答

ニ
ー
ズ
や
効
果
を
見
極
め

　
　
　

今
後
の
方
向
性
を
検
討

ネーミング制度について
町 制度導入の効果を見極め、方向性を検討したい

北條　勲　議員

一
般
質
問

問

問

問 問

と
思
い
ま
す
。工
業
団
地
に
あ
る
町
有

施
設
を
芳
賀
工
業
団
地
連
絡
協
議
会

に
、命
名
権
を
無
償
で
提
供
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

芳
賀
工
業
団
地
連
絡
協
議
会

　
　

の
中
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
企

業
の
方
が
是
非
と
い
う
事
で
あ
れ
ば

実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

けやき台　公園

ひばりが丘公園　野球場

箸塚　歩道橋
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27
年
度
に
は
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
規
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
介
護
保
険
料
の
上
昇
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
報
酬

改
定
か
ら
一
年
経
過
し
、
国
で
は
施
設

介
護
か
ら
在
宅
介
護
に
大
き
く
舵
を

切
り
ま
し
た
。町
で
も
国
の
動
向
を
注

視
し
て
判
断
し
ま
す
。

　
　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
小
規
模
多

　
　

機
能
型
施
設
み
さ
さ
か
ん
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
が
の
杜
が
整

備
さ
れ
た
唐
桶
た
め
池
周
辺
を
町
の

福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

　
　
　

町
長　

唐
桶
た
め
池
は
平
成

　
　

22
年
3
月
に
全
国
た
め
池

１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
、
公
園
整
備

と
相
ま
っ
て
四
季
折
々
の
変
化
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
で
す
。
福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
の

活
用
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
が
、
福
祉

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
地

域
バ
ラ
ン
ス
や
町
有
施
設
と
都
市
計

画
法
の
開
発
を
考
慮
の
上
、整
備
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

一
般
質
問
　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
一
般
質
問
の
内
容
は
、
質
問
・
答
弁
を
質
問
自
ら
要
約
執
筆
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新しい子ども・子育て支援制度　町の取り組みは？
町 平成 27年度から具体的な事業を推進

増渕　さつき　議員

　
　
　

先
ご
ろ
、
国
立
社
会
保
障
人

　
　

口
問
題
研
究
所
は
２
０
４
０
年

栃
木
県
人
口
推
計
を
公
表
し
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
芳
賀
町
は

３
７
・
２
％
、
２
０
１
０
年
比
の
上
昇

幅
は
１
２
・
7
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

具
体
的
な
数
字
が
示
さ
れ
た
今
、

町
で
も
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

施
策
が
急
が
れ
ま
す
。
高
齢
化
は
介

護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
需
要
が
増
え
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、今
後
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　

町
長　

栃
木
県
高
齢
者
支
援

　
　

計
画
は
つ
ら
つ
プ
ラ
ン
21
に
お
い

て
は
、
当
町
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
10
床
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
は
9
床
の
増
設
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
芳
賀
町
を
含
め
た
周
辺
の

特
養
施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
46
施

設
に
つ
い
て
、
町
民
の
入
居
待
機
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
分
析

し
、
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
今

年
度
中
に
施
設
整
備
事
業
者
を
決
定

し
、
順
次
段
階
を
経
て
26
年
度
着
工
、

　
　
　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育

　
　

地
域
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
８

月
10
日
、「
子
ど
も
子
育
て
関
連
三

法
」
が
国
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
の
責
務
が
明
文
化
さ
れ
た

今
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
子
ど
も
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
の「
芳
賀
町
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」と
ど
う
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
か
。

②
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

③
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
設
置
予
定

は
④
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

　
　
　

教
育
長　

少
子
化
の
進
行
や

　
　

深
刻
な
待
機
児
童
問
題
、
幼
児

教
育
の
充
実
や
子
ど
も
子
育
て
支
援

の
質
・
量
の
拡
充
な
ど
の
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
成
立
し
た
こ
の
法
律

に
基
づ
き
、市
町
村
は
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
27
年
度
か

ら
具
体
的
な
事
業
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
現
在
の
「
芳
賀
町
次
世
代
育
成
推

進
行
動
計
画
」
は
国
の
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、

平
成
17
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
て
進
め
て
き
た
も

の
で
、
27
年
度
か
ら
は
当
計
画
を

検
証
し
つ
つ
、
新
た
な
事
業
計
画
に

移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

② 

④
今
年
夏
を
目
途
に
子
ど
も
子
育

て
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
指
針
と

ニ
ー
ズ
調
査
の
案
が
国
か
ら
示
さ

れ
る
予
定
の
た
め
、
国
・
県
か
ら
の

情
報
を
的
確
に
把
握
し
進
め
て
い

き
ま
す
。

③ 

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
の

皆
さ
ま
で
構
成
す
る
協
議
会
等
の

設
置
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

答

国
・
県
か
ら
の
指
針
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　

進
め
て
い
く

町
民
の
状
況
や
国
の
動
向
を

　
　
　
　
　
　
　

参
考
に
決
定

人
口
減
少
社
会
の
施
策
は

　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
？

問

問

問

町次世代育成推進行動計画書
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　議会の様子が芳賀チャンネルで放映さ
れ、見ている方が増えていると伺いまし
た。体操を見ているとか、民話を楽しみ
にしていると言う近所の方もおいでなの
で、かなり浸透してきたのでしょう
　ところが我が家では、孫がいるため、
子ども番組がもっぱらで、私自身も食べ
ると眠くなり、テレビそのものを見るこ
とが少なくなりました。
　こんな中、この ｢ 議会だより ｣ は唯
一『議会』を感じさせてくれます。欲を

　「逢いみての後の心にくらぶれば
　　　　　　昔はものを思はざりけり」
　芳賀町に誕生して早 38 年。特にこの
三十路は父との死別、結婚、育児と目ま
ぐるしく環境が変化し、責任が増し日々
是決戦でありました。様々な事象との出
会い、その時々のステージで見えてくる
景色、心境の変化とは不思議なもので、
過去のもの思わぬ私に苦笑してしまうと
同時に、父に何もしてやれなかった事、
悔やまれます。

言えば、「注目」とか「解説」とか、こ
こは特に気にしてみて欲しいというよう
な、何か面白い項があると楽しみです。
そういう意味では、表紙の写真には感心
しています。特に 145 号は小学４年生の
素敵な作品でした。どんな方のどんな写
真が表紙を飾るのか楽しみです。
　やがて、こうした活字の広報が不要に
なる時代が来るのだろうと思いながら
も、だからこそ、作り手の意気込みに期
待しております。

　特段議会に意見がある訳でもなく、つ
れづれなるままに書いていますが、感謝
すべきは保育園に子ども医療費と育児の
中でひたすら恩恵に与っております。
　心の汚れを清め身の行いを良くする処
の学問の本質を、私自身自戒しつつも子
ども達に学んでほしいと思います。そし
て、芳賀町が思い出の大地となり大蒼空
へ羽ばたいてほしいと願います。
　さて、ナス食べてピアノ弾くかな。

廣木　初江さん
（祖母井）

佐藤　芳武さん
（東水沼）

楽しみにされる議会だよりを

ナスとピアノ

　昨年は、栃木県知事選、衆議院議員選
挙今度は参議院議員の選挙がありまし
た。
　選挙のたびに投票率が過去最低とかの
報道がありますが、若者は本当に政治に
関心がないのか、なぜ投票率が低いのか
解りません。
　投票日に都合のつかない方には、今は
期日前投票があります。告示の次の日か
ら投票日の前日までに行われています。
　問題は、投票日の受付時間が当日午前

７時から午後８時までの 13 時間です。
　本当にこんな長い時間必要なのかは疑
問です。もっと短くなれば職員も選挙立
会人も助かると思います。
　一番喜ぶのは、有権者でしょう。当落
の集計が早く発表されるからです。
　無駄な時間、無駄な費用を少しでも減
らすため、また、選挙立会人が喜んで引
き受けできる公職選挙法を早く改正しま
しょう

大和　修二さん
（上稲毛田）

選挙立会人の時間を短く
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２
年
前
に
は
じ
ま
っ
た
、
ア
ラ
ブ

諸
国
の
民
主
化
。
い
わ
ゆ
る
ア
ラ
ブ

の
春
の
先
行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

環
境
の
厳
し
い
土
地
ほ
ど
独
裁
が

育
ち
や
す
く
、
民
主
主
義
は
醸
成
さ

れ
に
く
い
よ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
、
一
握
り
の
麦
を
民
主
的

に
分
配
す
れ
ば
全
員
が
飢
え
、
子
孫

が
た
た
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く

な
る
た
め
、
強
力
な
指
導
者
が
独
裁

的
に
政
を
担
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

日
本
で
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

よ
ほ
ど
の
事
が
な
い
限
り
飢
え
る
こ

と
の
な
い
太
平
と
言
え
る
今
日
。
先

人
が
貧
し
さ
の
中
、
懸
命
に
働
き
、

運
動
し
勝
ち
取
っ
て
き
た
権
利
、
投

票
権
。

　

特
に
若
い
世
代
で
の
投
票
率
が
低

下
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
票
で
社

会
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
自
身
が
悪

い
の
か
、
魅
力
的
な
施
策
を
示
せ
な

い
政
治
家
が
悪
い
の
か
。

　

民
主
主
義
行
使
の
一
票
が
行
使
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
投
票
率
低
下
の
一

言
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
、
寂
し
さ

を
覚
え
る
今
日
で
す
。

　
（
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

副
委
員
長　

小
林　

一
男
記
）

平成２５年
４月
	 	１ 日・辞令交付式

	 	8 日・芳賀中学校入学式

	 	9 日・各小学校入学式

５月
	 	7 日・全員協議会

	 １６日・臨時議会

	 　　・議員会・議友会総会

	 ２２日・町女性団体連絡協議会総会

	 ２3日・議会運営委員会

	 　　・町政懇談会　
	 ２9日・真岡線愛護会総会

	 	 　・チャレンジデ－　　　
６月
	 	４ 日・第３回芳賀町議会定例会（～８日）

 　　・各常任委員会

	 	7 日・広報常任委員会

	 １６日・消防夏季点検

	 ２１日・郡市議会議長会定例会 
	 ２５日・中部環境衛生事務組合議会臨時会

	 	 　・芳賀中部上水道企業団議会臨時会

	 ２６日・県土整備委員会現地調査

	 ２7日・臨時議会 

	 ２8日・芳賀広域行政事務組合理事会

	 30日・消防協会芳賀支部操法大会

7月
	 	１ 日・産業建設常任委員会

	 １１日・国道123号線改修促進同盟会総会

	 １２日・教育民生常任委員会

	 ２２日・芳賀北部広域行政推進協議会

　芳賀町の「議会だより」は、年４回と随時に臨時
号を発行し、町内各戸や関係機関へ配布しておりま
す。
　皆さまに、議会がより親しまれる身近なものとな
れるよう「議会だより」の表紙を飾る写真を募集い
たします。
テーマ「元気な芳賀町」（人物・風景等は問いません。）
応募上の注意
　・応募者は町民に限ります。
　・プリント（Ｌ版以上）またはデ
　　ジタルデータ
　・編集の都合上、作品のトリミン
　　グを行う場合がありますので、
　　あらかじめご了承ください。
　・撮影者自身に著作権のある未発
　　表、未公開の作品
　・被写体が人物の場合は、必ず本人の承諾を得て
　　応募してください。
　・応募の際は、住所、氏名、電話番号のほか、撮
　　影場所、作品のタイトルを明記してください。
審査方法
　芳賀町議会広報常任委員会にて審査します。
応募締め切り　平成25年10月18日（金）　
応募先　芳賀町議会事務局
その他
　採用者には粗品を進呈します。
　次号は11月発行予定です。

〈次回の定例会開催予定日は９月３日（火）です〉

※議会定例会をその日の20：00～と再放送を翌日8：00～に放映

No. １４５
２０１３ 年５月３０日発行

表紙写真：大字上延生　国分一馬さん撮影（小学３年生）＜太陽に向かうバルーン＞

3月議会定例会
3月定例会概要（予算、条例制定・改正ほか）	…………2～5
平成23年度補正予算…………………………………………	6
常任委員会予算審査結果……………………………………	7
一般質問……………………………………………………8～9
議員会活動報告・議会改革検討委員会レポート……	10
聲〈こえ〉私のいいたいこと………………………………	11
議会日誌・表紙写真募集・編集室………………………	12

議会だよりの表紙写真を募集！

みずはし保育園　夕涼会


